
1950 工学部の授業が行われていた和泉木造階段教室

増築前の聖橋校舎

堀
口 

捨
己（
教
授
）

河
野 

輝
夫
（
教
授
）

神
代 

雄
一
郎（
助
教
授
）

徳
永 

勇
雄
（
助
教
授
）

浦 

良
一
（
講
師
）

杉
山 

英
男
（
講
師
）

篠
原 

隆
政
（
助
教
授
）

早
川 

正
夫
（
助
手
）

ドッジ・ライン実施
NATO 発足
証券取引所が取引再開
ドイツ連邦共和国（西ドイツ）発足
湯川秀樹・ノーベル物理学賞受賞
中華人民共和国成立

朝鮮戦争勃発
金閣寺・放火により焼失
中・チベット侵攻
建築基準法・建築士法施行

三原山噴火
マッカーサー GHQ 解任

十勝沖地震
サンフランシスコ平和条約
GHQ 廃止
血のメーデー事件
米・ソにつづき英も核保有国に

NHK 日本初の TV 放送
朝鮮戦争休戦
ソ・水爆保有を表明
伊勢神宮第 59 回式年遷宮

明治大学建築学科
開設

二部工学部開設（学
則定員、各学科 40 名）

聖橋学園校舎買収
（ＲＣ４階建、７７０坪）
大学院工学研究科

（電気、機械）修士課
程開設

堀口捨己、工学部
長就任

［年表］明治大学建築学科の沿革

明治大学
　明治大学は 1881 年に明治法律学校として創立され、1920
年に大学に改組されました。その後、日本で最も傑出した私
立大学のひとつに発展し、2011 年には創立 130 周年を迎え
ました。明治大学は現在 10 学部および大学院 12 研究科、法
科大学院、3 つの専門職大学院からなり、さらに博物館・資
料館、図書館、多数の研究センターや機構を擁しています。
学生数は 34,000 人を超え、キャンパスは駿河台・和泉・生
田に加え、2013 年には中野キャンパスが開設されました。

理工学部・理工学研究科
　明治大学理工学部は、1949 年に工学部として設立され、
1989 年に理工学部として改組されました。現在は農学部と
ともに生田キャンパスにあり、８つの学科・大学院と総合文
化教室から構成されます。5,000 名ほどの学生がこの学部で
学んでいます。

建築学科・建築学専攻
　建築学科は 1949 年の工学部設立と同時に開設されました。

期課程は 1959 年、博士後期課程は 1961 年に開設されまし
た。
　現在、建築学科の学部生定員は 173 名（1 学年）、４学年
で 690 名を超える学生が勉学に励み、これを支える充実した
20 名の専任教員スタッフと多数の兼任教員スタッフが教育研
究にあたっています。
　大学院生は、専任・客員教員が担当する研究室のいずれか
に所属し、教員の指導のもと、学内外で活発な研究活動を展
開しています。現在、約 150 名の大学院生が建築・都市学専
攻に所属しています。

［年表］明治大学建築学科の沿革
　この年表は明治大学建築学科が開設された 1949 年から現
在までを対象に、社会状況、明治大学（おもに理工学部と建
築学科に関わる事項）の状況とともに、歴史・意匠・計画系、
環境・設備系、構造・材料系の教員の変遷を示したものです。
　教員の役職は、次の通り線種によって整理しています。
◯教授：
◯助教授／准教授：

開設の立役者は堀口捨己、渡辺要、河野輝夫の 3 先生です。
堀口捨己は、1920 年、東京帝国大学建築学科卒業の年次に
結成された分離派建築会の主要メンバーとして、また没後も
なお他の追随を許さない茶室研究者としてもあまりにも著名
です。1949 年に著書「利休の茶室」で日本建築学会論文賞、
1951 年には「八勝館みゆきの間」の設計で日本建築学会作
品集を受賞するなど、研究・設計活動の最盛期に建築学科開
設に尽力されました。渡辺要は 1942 年より東大第二工学部
建築学科教授、1950 年より東大生産技術研究所の教授とし
て活躍し、環境工学（建築計画原論）の泰斗として知られます。
河野輝夫は日本大学建築学科教授を経て河野建設株式会社社
長の職にあり、戦前の建築学会における柔剛構造論の一方（剛
構造派）の論者としても知られる、建築構造学の権威でした。
建築学科開設初年度の専任教員は堀口捨己、河野輝夫、神代
雄一郎、徳永勇雄の 4 名。その後、徐々に教員を拡充すると
ともに、カリキュラムの整備改革を進めてきました。また、
当初は駿河台・和泉キャンパスに校舎施設を構えていました
が、1965 年に堀口捨己設計の校舎を擁する生田キャンパス
へと移転し、施設を拡充して今日に至ります。また、博士前

◯講師：
◯助手／助教：

　明建会 70 周年記念誌では、第 21 回生から第 35 回生まで
の校友には学生時代の思い出を、建築学科を退任された教員
には明治大学の建築教育について振り返っていただきました。
本冊子は、通時的に明治大学建築学科を紡いできた教員・研
究室を縦糸とし、各年代を共時的に経験した学生を横糸と見
立て、明治大学建築学科が織り上げられてきた過程を振り返
ることを目的としています。縦糸と横糸でファブリックを織
り上げるように、退任教員と校友それぞれの文章をこの年表
に位置づけながら読み進めてください。

年表制作
石榑督和（関西学院大学准教授／明治大学建築学科卒業生）

注
この年表は明建会 65 周年記念誌に掲載された「年表 明治大学建築学科の沿革」（制作：石榑
督和＋菊池昭人）を加筆修正し、さらに 2022 年 9 月 27 日に更新したものです。
本文中の明治大学、理工学部・理工学研究科、建築学科・建築学専攻については明治大学建築
学科ホームページ、明治大学理工学部ホームページ、明治大学ホームページを参照しました。

歴史・意匠・計画年度 年度社会 環境・設備 構造・材料
1949 年

1950 年

1951 年

1952 年

1953 年

明治大学
1949 年

1950 年

1951 年

1952 年

1953 年



1955

1960

増築後の聖橋校舎 1958 年

杉
山 
英
男
（
助
教
授
：
一
九
五
八
年
〜
）

杉
山 

英
男
（
講
師
）

（
教
授
：
一
九
六
四
年
〜
）

堀
口
捨
己
（
教
授
）

浦 

良
一
（
助
教
授
：
一
九
六
〇
年
〜
）

北
原 

勘
吾
（
助
手
）

神
代 

雄
一
郎（
助
教
授
）

早
川 

正
夫
（
助
手
）

河
野 

輝
夫
（
教
授
）

神
代 

雄
一
郎
（
教
授
：
一
九
六
二
年
〜
）

徳
永 

勇
雄
（
教
授
：
一
九
六
二
年
〜
）

徳
永 

勇
雄
（
助
教
授
）

山
本 

綾
威
夫
（
助
手
）

大
内 

二
男
（
教
授
）

狩
野 
春
一
（
教
授
）

狩
野 

芳
一
（
講
師
）

亀
田 

登
与
三
郎
（
助
手
）

浦 

良
一
（
講
師
）

渡
辺 

要
（
教
授
）

佐
野 

和
夫
（
助
手
）

篠
原 

隆
政
（
助
教
授
）

高
地 

進
（
助
手
）

小
倉 

弘
一
郎
（
講
師
）（
助
教
授
：
一
九
五
五
年
〜
）

（
教
授
：
一
九
六
〇
年
〜
）

中
田 

和
夫
（
助
手
）

（
助
教
授
：
一
九
六
二
年
〜
）

初の集団就職列車運行
世界平和記念聖堂（広島）竣工
土地区画整理法施行

ワルシャワ条約機構結成
日本住宅公団成立
広島平和会館原爆記念陳列館開館

水俣病第一号患者公式確認
日ソ共同宣言
ハンガリー動乱勃発
第二次中東戦争勃発
日本・国連加盟

日本・南極越冬隊上陸
東海村の原子力研究所で臨界点

売春禁止法施行
東京タワー竣工

東海道新幹線起工式
シンガポール独立
伊勢湾台風
日米相互協力及び安全保障条約（新
安保条約）調印
国立西洋美術館開館

チリ地震・津波
南ベトナム解放民族戦線結成
池田首相「取得倍増計画」
世界デザイン会議

韓国で 5・16 軍事クーデター
ウィーン会談
農業基本法公布

三宅島の火山噴火・地震
国連・アパルトヘイト非難決議採択

鉄腕アトム放送開始（国産 TV アニメ
第１号）
大阪駅前に日本初の横断歩道橋竣工
名神高速道路の栗東 - 尼崎が開通（日
本初の高速道路）
J・F・ケネディ大統領暗殺事件
NY 万国博覧会
PLO（パレスチナ解放機構）成立
東海道新幹線開業
東京オリンピック
中・初の核実験

大学院博士課程電
気工学専攻、機械
工学専攻開設
実験助手制度実施

聖橋校舎屋上増築
（鉄骨造、１８０坪）建
築学科製図室ほか

大学院工学研究科
修士課程建築学専
攻増設

明治大学科学技術
研究所設置

工学部工業化学科
開設

　
大学院工学研究科
博士課程建築学専
攻設置

「工学部将来計画委
員会」発足

「工学部生田移転並
びに拡充実施計画
案」が評議員会で
決定

生田工学部校舎建
設着工

1954 年

1955 年

1956 年

1957 年

1958 年

1959 年

1960 年

1961 年

1962 年

1963 年

1964 年

1954 年

1955 年

1956 年

1957 年

1958 年

1959 年

1960 年

1961 年

1962 年

1963 年

1964 年

歴史・意匠・計画社会 環境・設備 構造・材料年度 年度 明治大学



1965

1970

1975

移転当時の生田キャンパス全景 1965 年

生田図書館 1969 年

1 号館 1965 年

神
代 

雄
一
郎
（
教
授
）

徳
永 

勇
雄
（
教
授
）

浦 

良
一
（
教
授
：
一
九
六
五
年
〜
）

篠
原 

隆
政
（
助
教
授
）

篠
原 

隆
政
（
教
授
：
一
九
七
四
年
〜
）

杉
山 

英
男
（
教
授
）

小
倉 

弘
一
郎
（
教
授
）

亀
田 

登
与
三
郎
（
助
手
）

中
田 

和
夫
（
助
手
）

小
野
沢 

隆
（
助
手
）

野
口 

弘
行
（
助
手
）

狩
野 

芳
一
（
助
教
授
）

（
教
授
：
一
九
六
八
年
〜
）

金
沢 

稔
（
助
手
）

洪 

忠
憙
（
助
教
授
）

狩
野 

春
一
（
教
授
）

向
井 
毅
（
講
師
）

（
助
教
授
：
一
九
七
〇
年
〜
）

（
教
授
：
一
九
七
五
年
〜
）

達
下 

光
弘
（
助
手
）

菊
池 

雅
史
（
助
手
）

山
本 

綾
威
夫
（
助
手
）

大
内 

二
男
（
教
授
）

渡
辺 

要
（
教
授
）

貝
塚 

正
光
（
講
師
）

山
田 

由
紀
子
（
講
師
）

佐
野
和
夫
（
助
手
）
江
川 

隆
進
（
助
手
）

高
地 

進
（
助
手
）

加
治
屋 

亮
一
（
助
手
）

木
村 

徳
国（
教
授
）

荒
木 

伸
介
（
助
手
）

佐
藤 

正
彦
（
助
手
）

藤
岡 

洋
保
（
助
手
）

（
助
教
授
：
一
九
七
五
年
〜
）

松
本 

勝
邦
（
助
手
）

宮
崎 

孚
（
助
手
）

桑
野 

真
（
助
手
）

中
村 

幸
安
（
助
手
）

木
村 

儀
一
（
助
手
）

加
藤 

隆
（
講
師
）

（
助
教
授
：
一
九
六
八
年
〜
） 山

本 

公
也
（
講
師
）

博物館明治村開館
大阪万博開催決定（テーマ「人類の
進歩と調和」）

全日空羽田沖墜落事故
日本の総人口 1 億人突破
新宿駅西口広場竣工

第三次中東戦争
ASEAN 結成
四日市ぜんそく患者 9 人訴訟（日本
初の大気汚染訴訟）

三里塚闘争
十勝沖地震
M.L. キング暗殺
明治百年記念式典
新宿解放区（国際反戦デーで学生が
新宿駅占拠）
東大安田講堂攻防戦
東名高速道路全線開通
宇宙開発事業団発足

日・核拡散防止条約調印
日本万国博覧会（入場者延6421万人）
米・アポロ 13 号打ち上げ
三島由紀夫割腹事件

成田空港公団第一次強制代執行開始
沖縄返還協定調印式
環境庁発足
第三次印パ戦争

高松塚古墳で極彩色壁画発見
沖縄県発足
テルアビブ空港で日本赤軍乱射事件
田中角栄「日本列島改造論」
日中国交正常化
東北自動車道開通
ベトナム戦争米軍最後の兵士が撤退
資源エネルギー庁発足
第四次中東戦争勃発
オイルショック
公害健康被害補償法制定

ウォーターゲート事件
原子力船むつ・放射線もれ事故

集団就職列車運行終了
ベトナム戦争終結
沖縄国際海洋博

生田工学部校舎竣
工
工学部、生田校舎
へ移転完了

大学院工業化学専
攻修士・博士課程
開設　　　
学費紛争、生田校
舎封鎖

学費紛争終結、授
業再開

生田図書館完成
「大学立法」反対
と「6 項目要求」を
巡る学園紛争激化、
6 月生田校舎封鎖、
10 月封鎖解除休校

6 月全学封鎖
10 月封鎖解除大学
全学をロックアウ
ト
11 月生田地区のみ
授業再開
生田校舎、全学評
系学生によりバリ
ケード封鎖

「工学部将来計画委
員会」設置
授業料値上げ反対
学部長室、学部事
務室等一時占拠

授業再開

工学部 1 号館、生
田校舎事務室等封
鎖、後期試験中止。
入試関係車両に火
炎瓶が投げられる。

1965 年

1966 年

1967 年

1968 年

1969 年

1970 年

1971 年

1972 年

1973 年

1974 年

1975 年

1965 年

1966 年

1967 年

1968 年

1969 年

1970 年

1971 年

1972 年

1973 年

1974 年

1975 年

歴史・意匠・計画社会 環境・設備 構造・材料年度 年度 明治大学



1980

1985

1975
神
代 

雄
一
郎
（
教
授
）

徳
永 

勇
雄
（
教
授
）

浦 

良
一
（
教
授
）

篠
原 

隆
政
（
教
授
）

小
倉 

弘
一
郎
（
教
授
）

亀
田 

登
与
三
郎
（
助
手
）

野
口 

弘
行
（
助
手
）

野
口 

弘
行
（
講
師
：
一
九
八
三
年
〜
）

狩
野 

芳
一
（
教
授
）

高
木 

仁
之
（
助
手
）

洪 

忠
憙
（
助
教
授
）

（
教
授：一
九
七
九
年
〜
）

荒
川 

利
治
（
助
手
）

向
井 

毅
（
教
授
）

菊
池 

雅
史
（
助
手
）

貝
塚 

正
光
（
助
教
授
：
一
九
七
六
年
〜
）

山
田 

由
紀
子
（
助
教
授
：
一
九
七
六
年
〜
）

坂
上 

恭
助
（
講
師
）

山
田 

由
紀
子
（
教
授
：
一
九
八
三
年
〜
）

加
治
屋 

亮
一
（
助
手
）

木
村 

徳
国（
教
授
）

藤
岡 

洋
保
（
助
手
）

川
向 

正
人
（
助
手
）

松
本 

勝
邦
（
助
手
）

桑
野 

真
（
助
手
）

内
田 

祥
哉
（
教
授
）

中
村 

幸
安
（
助
手
）

木
村 

儀
一
（
助
手
）

（
講
師：一
九
七
八
年
〜
）

川
嶋 

雅
章
（
助
手
）

加
藤 

隆
（
助
教
授
）

福
川 

裕
一
（
助
手
）

西
村 

幸
夫
（
助
手
）

山
本 

公
也
（
助
教
授
）

（
教
授：一
九
八
四
年
〜
）

ベトナム社会主義共和国成立
ロッキード事件
酒田大火

200 海里経済水域規定

成田空港管制塔占拠事件
宮城県沖地震
農林水産省発足
日中平和友好条約調印

中越戦争勃発
東京サミット開催
ソ・アフガニスタン侵攻

韓・光州事件
イラン・イラク戦争
日本・自動車生産台数が世界第 1 位

国鉄再建法施行
日本原電敦賀発電所で放射能漏れ事
故
仏・TGV 運行開始

ホテルニュージャパン火災
東北新幹線大宮 - 盛岡間開業
中央自動車道全線開通
カード式公衆電話・テレホンカード
登場

中国自動車道全線開通
参議院議員選挙全国区に比例代表制
導入
山陰地方豪雨

三陸鉄道開業
米・スペースシャトル打ち上げ成功
印・ボパール化学工場事故
電電公社民営化法案成立

中曽根首相・靖国神社公式参拝
メキシコ大地震
レーガン・ゴルバチョフ会談

1986
男女雇用機会均等法施行
チェルノブイリ原子力発電所事故
国鉄分割・民営化関連 8 法成立

2 学科新設（電気通
信、精密機械）
専門科目見直し・
体系化（建築大改
訂）

交通ゼネスト、国
鉄ストなどで休校
続く

工学部 5 号館（3000
㎡）完成

97 名の推薦入学者
を受け入れを決定
私鉄スト、国鉄ス
トで授業休講

専門科目の見直し
と体系化
多人数専門科目の
解消
2 年進学時スクリー
ニング
全学学則定員増員

「理工学部構想」教
授会承認

「理工学部準備委員
会」（山本、向井）

連合教授会「理工
学部・臨定増」承
認
明建会 65 周年記念
祭

1976 年

1977 年

1978 年

1979 年

1980 年

1981 年

1982 年

1983 年

1984 年

1985 年

1986 年

1976 年

1977 年

1978 年

1979 年

1980 年

1981 年

1982 年

1983 年

1984 年

1985 年

1986 年

歴史・意匠・計画社会 環境・設備 構造・材料年度 年度 明治大学



1990

1995

中央校舎　1994 年

神
代 

雄
一
郎
（
教
授
）

徳
永 

勇
雄
（
教
授
）

浦 

良
一
（
教
授
）

篠
原 

隆
政
（
教
授
）

小
倉 

弘
一
郎
（
教
授
）

亀
田 

登
与
三
郎
（
助
手
）

（
講
師
：
一
九
九
四
年
〜
）

野
口 

弘
行
（
講
師
）

狩
野 

芳
一
（
教
授
）

高
木 

仁
之
（
助
手
）

洪 

忠
憙
（
教
授
）

荒
川 

利
治
（
助
手
）

（
講
師
：
一
九
九
七
年
〜
）

向
井 

毅
（
教
授
）

菊
池 

雅
史
（
助
手
）

（
講
師：一
九
九
一
年
〜
）

（
助
教
授
：
一
九
九
五
年
〜
）

松
尾 

陽
（
教
授
）

園
田
眞
理
子
（
講
師
）

（
講
師
：
一
九
九
七
年
〜
）

貝
塚 

正
光
（
教
授
：
一
九
八
七
年
〜
）

坂
上 

恭
助
（
講
師
）

（
助
教
授
：
一
九
九
一
年
〜
）

（
教
授
：
一
九
九
一
年
〜
）

（
教
授
：
一
九
九
六
年
〜
）

山
田 

由
紀
子
（
教
授
）

加
治
屋 

亮
一
（
助
手
）

（
講
師：一
九
九
七
年
〜
）

（
助
教
授
：
一
九
九
三
年
〜
）

稲
垣 

栄
三
（
教
授
）

田
路 

貴
浩
（
講
師
）

川
向 

正
人
（
助
手
）

松
本 

勝
邦
（
助
手
）

（
講
師：一
九
九
六
年
〜
）

（
講
師：一
九
九
五
年
〜
）

内
田 

祥
哉
（
教
授
）

香
山 

壽
夫
（
教
授
）

（
助
教
授
：
一
九
九
七
年
〜
）

阪
田 

誠
造
（
教
授
）

小
林 

正
美
（
講
師
）

中
村 

幸
安
（
助
手
）

木
村 

儀
一
（
講
師
）

（
助
教
授
：
一
九
九
六
年
〜
）

川
嶋 

雅
章
（
助
手
）

加
藤 

隆
（
助
教
授
）

西
村 

幸
夫
（
助
手
）

山
本 

公
也
（
教
授
）

JR グループ７社発足
世界人口 50 億突破
台湾・戒厳令解除
東北自動車道全線開通
大韓航空機爆破事件

ソ・ペレストロイカに着手
東京ドーム竣工
ジュネーヴ合意（ソ連アフガニスタ
ン撤退合意）
イラン・イラク戦争停戦

昭和天皇崩御・大喪の礼
中国・天安門事件
名古屋・世界デザイン博
独・ベルリンの壁崩壊
米・パナマ侵攻

学習指導要領改訂（小中学校での日
の丸掲揚・君が代斉唱を義務化）
韓国と北朝鮮分裂後初両国首脳会談
今上天皇即位の礼

湾岸戦争勃発
ワルシャワ条約機構解体
ソヴィエト連邦崩壊

国際宇宙基地協力協定締結
大規模小売店鋪法施行
PKO 協力法成立
天皇・初の中国訪問

WTC 爆破事件
北海道南西沖地震
オスロ合意調印（イスラエル・PLO）
法隆寺・姫路城・屋久島・白神山地
が日本初の世界遺産登録

ルワンダ集団虐殺
松本サリン事件
関西国際空港開港
平安遷都 1200 年

WTO 発足
阪神淡路大震災
地下サリン事件
全日空機ハイジャック事件
高速増殖原型炉もんじゅ・ナトリウ
ム漏洩事故
日本社会党が社会民主党に改称
台湾・初の総統直接選挙
中国・核実験
国連総会・包括的核実験禁止条約
(CTBT) 採択
原爆ドーム・厳島神社世界遺産登録
神戸連続児童殺害事件
消費税増税
地球温暖化防止京都会議・京都議定
書採択

1988 年　文部省
「理工学部設置」認
可
学則定員 850 名

理工学部スタート
生田第二校舎 6 号
館（6800㎡）完成

狩野芳一、理工学
部長就任

中央校舎（15300㎡）
完成

大学院理工学研究
科増設、基礎理工
学専攻修士課程設
置

阪神・淡路大震災
によって被害を受
けた受験生および
在学生に対し授業
料免除措置を表明

1987 年

1988 年

1989 年

1990 年

1991 年

1992 年

1993 年

1994 年

1995 年

1996 年

1997 年

1987 年

1988 年

1989 年

1990 年

1991 年

1992 年

1993 年

1994 年

1995 年

1996 年

1997 年

歴史・意匠・計画社会 環境・設備 構造・材料年度 年度 明治大学



2000

2005

亀
田 

登
与
三
郎
（
講
師
）

野
口 

弘
行
（
教
授
：
一
九
九
九
年
〜
）

狩
野 

芳
一
（
教
授
）

平
石 

久
廣
（
教
授
）

高
木 

仁
之
（
講
師
：
一
九
九
八
年
〜
）

（
助
教
授
：
二
〇
〇
四
年
〜
／
准
教
授
：
二
〇
〇
七
年
〜
）

洪 

忠
憙
（
教
授
）

小
林 

正
人
（
講
師
）

上
野 

佳
奈
子
（
講
師
）

荒
川 

利
治
（
講
師
）

（
助
教
授
：
二
〇
〇
〇
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
〇
五
年
〜
）

（
助
教
授
：
二
〇
〇
五
年
〜
／
准
教
授
：
二
〇
〇
七
年
〜
）

菊
池 

雅
史
（
助
教
授
）

（
教
授
：
二
〇
〇
〇
年
〜
）

小
山 

明
男
（
講
師
）

松
尾 

陽
（
教
授
）

酒
井 

孝
司
（
助
教
授
：
二
〇
〇
六
年
／
准
教
授
：
二
〇
〇
七
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
〇
六
年
〜
）

（
助
教
授
：
二
〇
〇
六
年
／
准
教
授
：
二
〇
〇
七
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
〇
四
年
〜
）

坂
上 

恭
助
（
教
授
）

山
田 

由
紀
子
（
教
授
）

加
治
屋 

亮
一
（
講
師
）

田
路 

貴
浩
（
講
師
）

（
助
教
授
：
二
〇
〇
〇
年
〜
／
准
教
授
：
二
〇
〇
七
年
）

青
井 

哲
人
（
准
教
授
）

田
中 
友
章
（
准
教
授
）

松
本 

勝
邦
（
講
師
）

香
山 

壽
夫
（
教
授
）

阪
田 

誠
造
（
教
授
）

小
林 

正
美
（
助
教
授
）

中
村 

幸
安
（
講
師
）

大
河
内 

学
（
講
師
）

木
村 

儀
一
（
助
教
授
）

園
田
眞
理
子
（
講
師
）

（
助
教
授
：
二
〇
〇
〇
年
〜
）

川
嶋 

雅
章
（
講
師
）

加
藤 

隆
（
教
授
）

山
本 

俊
哉
（
助
教
授
／
准
教
授
：
二
〇
〇
七
年
〜
）

山
本 

公
也
（
教
授
）

澤
田 

誠
二
（
教
授
）

日本版金融ビッグバンスタート
インドネシア暴動
パキスタン・核実験
米英軍・イラク空爆

住民基本台帳法改正
男女共同参画社会基本法成立
台湾中部大地震
上信越自動車道全線開通

地方分権一括法施行
民事再生法施行
介護保険制度施行
四国縦貫自動車道全線開通
鳥取県西部地震
少年法改正案成立
インド西部地震が発生
小田急向ヶ丘遊園モノレール線が全
線廃止
歌舞伎町ビル火災
アメリカ同時多発テロ事件

ユーロ紙幣・ユーロ硬貨流通開始
北朝鮮に拉致された日本人 5 人が帰
国

北朝鮮が核拡散防止条約脱退を宣言
イラク戦争開戦
SARS 新感染症に指定

自衛隊イラク派遣開始
スマトラ島沖地震

京都議定書発効
中部国際空港開港
愛・地球博開催
JR 福知山線脱線事故発生
北朝鮮・地対艦ミサイル発射
構造計算書偽造問題
日本・国連人権理事会理事国入り
北朝鮮・日本海へミサイル発射実験

能登半島で地震
新潟県中越沖地震

四川大地震発生
秋葉原通り魔事件発生
アメリカ・緊急経済安定化法可決

理工学部、農学部
にセンター試験導
入

理工学部電気工学
科を電気電子工学
科に、精密工学科
を機械情報工学科
に名称変更

明建会 65 周年記念
祭

リバティタワー、
環境・省エネルギー
建築賞受賞

教育支援システム
Oh-o!Meiji 稼働

総長制を廃止し、
理事長・学長によ
る二長制に移行。
研究・知財戦略機
構設置。

副学長設置
明建会 65 周年記念
祭

全学部統一入試実
施

文部科学省より
2008 年度「グロー
バル COE」プログ
ラム採択を受ける

1998 年

1999 年

2000 年

2001 年

2002 年

2003 年

2004 年

2005 年

2006 年

2007 年

2008 年

1998 年

1999 年

2000 年

2001 年

2002 年

2003 年

2004 年

2005 年

2006 年

2007 年

2008 年

歴史・意匠・計画社会 環境・設備 構造・材料年度 年度 明治大学



2015

2010
野
口 

弘
行
（
教
授
）

梶
川 

久
光
（
准
教
授
）

（
准
教
授
）

平
石 

久
廣
（
教
授
）

熊
谷 

知
彦
（
講
師
）

小
林 

正
人
（
准
教
授
：
二
〇
〇
九
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
一
六
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
一
六
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
一
四
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
一
六
年
〜
）

（
教
授
）

樋
山
恭
助
（
准
教
授
）

荒
川 

利
治
（
教
授
）

菊
池 

雅
史
（
教
授
）

小
山 

明
男
（
教
授
：
二
〇
一
〇
年
〜
）

酒
井 

孝
司
（
教
授
：
二
〇
〇
九
年
〜
）

坂
上 

恭
助
（
教
授
）

上
野 

佳
奈
子
（
講
師
）（
准
教
授
：
二
〇
一
〇
年
〜
）

加
治
屋 

亮
一
（
准
教
授
：
二
〇
一
〇
年
〜
）

佐
々
木 

宏
幸（
准
教
授
）

門
脇 

耕
三
（
講
師
）

（
教
授：二
〇
一
三
年
〜
）

青
井 

哲
人
（
准
教
授
）

石
榑 

督
和
（
助
教
）

松
本 

勝
邦
（
講
師
）

小
林 

正
美
（
教
授
）

田
中 

友
章
（
准
教
授
）

大
河
内 

学
（
准
教
授
）

園
田
眞
理
子
（
教
授
：
二
〇
〇
九
年
〜
）

山
﨑 

晋
（
助
教
）

角
野 

涉
（
助
教
）市

川 

紘
司
（
助
教
）

林 

咲
良
（
助
教
）

石
井 

翔
大
（
助
教
）

泉
山 

塁
威
（
助
教
）

（
准
教
授
：
二
〇
一
一
年
〜
）

川
嶋 

雅
章
（
講
師
）

山
本 

俊
哉
（
准
教
授
）（
教
授
：
二
〇
一
〇
年
〜
）

澤
田 

誠
二
（
教
授
）

高
木 

仁
之
（
准
教
授
）

川
島 
範
久
（
講
師
）

光
永 

威
彦
（
講
師
）

富
澤 

徹
弥
（
講
師
）

晉 

沂
雄
（
講
師
）（

准
教
授
：
二
〇
一
九
年
〜
）

（
教
授
：
二
〇
一
七
年
〜
）

2009 年

2010 年

2011 年

2012 年

2013 年

2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

2018 年

2019 年

2020 年

理工学研究科 新領
域創造専攻 猿楽町
校舎 研究・実験室
完成

東日本大震災によ
り卒業式・入学式
を中止
明建会 65 周年記念
祭
荒川利治、理工学
部長就任

建築学専攻 I-AUD
（International Program 
in Architecture and 
Urban Design）開設

建築学科、建築学専
攻 I-AUD が JABEE
受審

小林正美、総合政
策担当副学長就任
明建会 65 周年記念
祭

建築学専攻から建
築・都市学専攻へ
の再編
新授業時間割

理工学部創立 75 周
年
国際混住寮 MGV 竣
工

バラク・オバマ第 44 代アメリカ合衆
国大統領就任
駿河湾地震
衆議院で民主党が第 1 党に

中国・青海地震発生
横浜市で APEC 首脳会議開催
金星探査機「あかつき」金星到達

ニュージーランド・カンタベリー地震
東日本大震災
ウォール街の一角占拠

スカイツリー竣工
笹子トンネル天井板落下事故

東急東横線渋谷駅地下化
富士山が世界文化遺産に
2020 年東京オリンピック開催決定

STAP 細胞の発表と捏造
あべのハルカス開業
集団的自衛権認める憲法解釈変更を
閣議決定
御岳山噴火
北陸新幹線開業
新国立競技場計画白紙
安全保障関連法成立
マイナンバー施行
建物の杭データ偽装
北海道新幹線開業
熊本地震
米大統領広島訪問
天皇陛下、退位の意向示唆

トランプ政権発足
九州北部豪雨
森友・加計問題

西日本豪雨
北海道地震

「令和」に改元
ラグビーＷ杯日本大会
首里城焼失

新型コロナウイルス感染拡大
東京五輪・パラ延期
九州豪雨
菅首相誕生

2009 年

2010 年

2011 年

2012 年

2013 年

2014 年

2015 年

2016 年

2017 年

2018 年

2019 年

2020 年

歴史・意匠・計画社会 環境・設備 構造・材料

写真は下記資料から引用しました
理工学部 50 年史編纂委員会『明治大学理工学部 50 年史』明治大学理工学部、1994 年

参考文献
明治大学史資料センター『明治大学小史−〈個〉を強くする大学 130 年』学文社、2011 年
明治大学建築 50 年記念祭実行委員会『明治大学建築学科 50 年記念祭』明治大学理工学部建築学科、2000 年
明治大学明建会『明治大学理工学部建築学科　明建会 60 周年記念祭』明建会 60 周年記念祭実行委員会、2011 年
狩野芳一「明大建築学科のあゆみ」2013 年 5 月 25 日に明治大学中野キャンパスで開催された「明治大学建築学科／大学院建築学専攻Ｏ Ｂ・
ＯＧ大同窓会」において行われた基調講演

お願い
本年表は上の資料をもとに構成していますが、正確ではない情報が含まれている可能性があります。みなさまのご助言をいただき、今後改
善を進められれば幸いです。ご指摘よろしくお願いいたします。

年度 年度 明治大学




